
   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

   

川崎市八川崎市八川崎市八川崎市八ヶヶヶヶ岳少年自然岳少年自然岳少年自然岳少年自然のののの家家家家    
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暑
く
て
あ
つ
く
て
、
本
当
に
八
ヶ
岳
に
い
る
の
か
と
思
わ
せ
た

夏
が
終
わ
り
、
秋
め
い
た
林
の
中
で
自
然
教
室
の
利
用
が
進
ん
で

い
ま
す
。 

こ
の
夏
も
た
く
さ
ん
の
団
体
、
ご
家
族
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち

が
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

最
近
、
こ
の
八
ヶ
岳
で
も
夏
期
期
間
中
、
真
夏
日
が
続
い
た
り
、

急
に
激
し
い
雨
が
降
っ
た
り
荒
っ
ぽ
い
天
候
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
先
日
の
台
風
の
為
、
自
然
教
室
が
延
期
に
な
り
ま
し
た
。 

十
月
の
自
然
教
室
で
は
稲
刈
り
体
験
を
実
施
す
る
学
校
が
あ

り
ま
す
。 

稲
刈
り
は
雨
が
降
っ
て
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
。 

で
き
れ
ば
五
日
か
ら
一
週
間
は
晴
天
が
続
い
て
、
田
ん
ぼ
の
中
が

乾
い
て
い
な
い
と
足
が
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

人
間
い
く
ら
科
学
が
進
ん
で
も
、
天
候
に
は
勝
て
ま
せ
ん
。
こ

の
秋
は
「
青
天
白
日
」
の
日
々
が
続
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

 

先
日
、
自
然
教
室
で
利
用
さ
れ
た
日
吉
小
学
校
が
開
校
百
四
十

周
年
記
念
植
樹
に
「
コ
ナ
ラ
」
の
木
を
植
え
ま
し
た
。 

場
所
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
の
横
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
土
を

か
け
終
わ
っ
た
後
に
、
ク
ラ
ス
ご
と
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。 

自
然
の
家
に
は
百
三
十
周
年
記
念
植
樹
に
植
え
ら
れ
た
「
ス
ズ

カ
ケ
」
の
木
も
あ
り
ま
す
。 

実
は
百
三
十
周
年
の
ス
ズ
カ
ケ
の
時
も
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

ス
ズ
カ
ケ
の
木
は
大
き
く
な
り
た
く
さ
ん
の
実
を
つ
け
て
い
ま

す
。 「

光
陰
矢
の
如
し
」
き
っ
と
今
回
の
コ
ナ
ラ
の
木
も
植
樹
し
た

子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
っ
た
時
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ド
ン
グ
リ

を
つ
け
気
持
ち
い
い
木
陰
を
作
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
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自
然
の
家
所
長 

春
山
明
裕 

 

 



 

                  

秋秋秋秋・・・・・・・・・・・・    

 

朝晩が涼しい季節になってきました。 

少しづつ紅葉も始まり、木の葉が赤や黄色 

に色づき始めました。 

晴れた日には、空の青さが目立ち、空の広さ 

を感じます。 

のんびりとそんな空を見上げているだけで、 

安らぎを感じます。 

雲も秋らしいすじ雲やわた雲が見られます。 

空の様子に秋らしさを感じるだけでなく、 

街の景色ににも秋らしさを感じます。 

富士見町の各地区で、稲刈りの光景が見られるようになりました。 

これから紅葉がきれいな時期になります。 

そんな八ヶ岳の秋を多くの方々に味わっていただきたく思っています。 

 

            
        カツラカツラカツラカツラのののの香香香香るるるる季節季節季節季節    

 

カツラの木の葉はハート型で何ともかわいらしい形をしています。夏に涼やかな丸い葉っぱが木漏れ

日の中でちらちら揺れる姿はなかなか素敵です。 

そしてこれからの季節、もう一つのお楽しみがあります。それは香りです。 

9月になり、早くも葉っぱが少し黄色味を帯びてきました。朝露に濡れているカツラの木のそばを通

るとき、風向きの加減で甘い香りが漂ってきます。 

秋が深まり、黄色や茶色の落ち葉が散り 

敷いた場所を踏むと、もっと濃厚にカラ 

メルソースのようなおいしいお菓子の香 

りがします。 

ぜひカツラの木を見つけたら鼻をクンク 

ンさせてみてください。（Ｋ） 

 

（ちょっとお薦めの一冊） 

『最初の質問』  長田弘 詩 いせひでこ絵 

 

長田弘さんの「最初の質問」という詩に、いせひでこさんが絵を描き絵本

にしたものです。 

小学校の自然教室のオリエンテーションの際に何度か紹介しました。 

この八ヶ岳少年自然の家で、自然を体感する上で参考にしてもらいたい言

葉が、絵本の絵とともに紡ぎだされています。 

詩の一部を載せます。 

「今日、あなたは空を見上げましたか。空は遠かったですか、近かったで

すか。雲はどんな形をしていましたか？風はどんな匂いがしましたか。あな

たにとっていい一日とはどんな一日ですか。「ありがとう」という言葉を、今

日、あなたは口にしましたか。窓の向こう、道の向こうに、何が見えます  

か。・・・。」（「最初の質問」講談社 抜粋） 

普段何気なく見過ごしている色々なものに気 

づくようになる本だと思いました。 

 

 

活活活活動紹介動紹介動紹介動紹介    〔〔〔〔ネーチャーゲームネーチャーゲームネーチャーゲームネーチャーゲーム〕〕〕〕にてにてにてにて    

「子どもたちの感性」 

小学校自然教室の課題別学習で、まわりの木から自分の

友達の木を見つけて、画用紙で作った目玉を木につけると

いうネーチャーゲームを時々おこなっています。 

友達になる木をさがすときから、大きい木を探したり、

小さい木を友達にしたりと様々です。 

枝をはりめぐらせている木を友達にした子は、「みんな 

に木陰をつくっているんだよ」と言ったり。 

細い木を友達にした子は、「これからもっと成長するよ」 

と言ったり。 

眠そうな目をつけて、「もう眠たいよ」と言ったり、本

当に様々な言葉が次から次へと出てきます。 

子どもたちの発想、感性には毎回驚かされています。 

そんな感性をいつまでもずっと持ち続けていてもらえ

たらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催事業「文学に触れるプレミアム紅葉ウォーキング」の募集 

開催日：平成２５年１１月１６日（土）～１７日（日）１泊２日 

 宿泊：川崎市八ヶ岳少年自然の家 

 交通手段：大型バスにての往復送迎付き 

内容：富士見にゆかりのある文学者をたどり紅葉の名所を歩きます。また、地元産の野沢菜漬 

   けの体験もします。 

 参加費：大人１名さま １５，０００円 

     （宿泊費、食事代夕、朝、２日目昼、保険代、 

バス代全て含みます。） 

 募集定員：４０名（定員になり次第締め切ります。） 

      お申込みいただきました参加者へは申込み 

期限後参加の可否をお知らせいたします。 

川崎市外の方のご参加も大歓迎です。 

＊初めての方は先ずお電話ください。 

 申込み期限：平成２５年１１月６日（水） 

申込み：はがきかファックスで、事業名（文学に触れるプレミアム紅葉ウォーキング）、住

所、電話、参加者氏名、年齢を記入して少年自然の家あてお送りください。 

または自然の家ホームページ内「自然紀行統一申込み用紙」にて申込みください。 

 

川崎市八ヶ岳少年自然の家 

〒399-0101 長野県諏訪郡富士見町境字広原 

              12067-４８２ 

       ℡ ０２６６－６６－２０１１ 

       Fax０２６６－６６－２０１４ 

ホームページでも情報をお伝えしています。 

  http://www.kawasaki-yatugatake.jp/ 

指定管理者 （一社）富士見町開発公社 

～あとがき～ 

夏の暑さから一転して涼しい季節

となりました。 

こちら富士見町では、いろいろな地

区でそれぞれ秋まつりがおこなわれ

ています。 

風景だけでなく、生活の中にも秋を

感じています。 

自然の家付近でも、キノコ狩りをす

る人、紅葉の写真を撮る人などそれぞ

れに秋を楽しんでいるようです！

（Ｄ） 

 


